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	　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴキブリ混入で全商品自主回収
容器入り即席焼きそばにゴキブリが混入していた事故が原因で、製造企業は、健康危害を及ぼさない異物混入事例なのに、全商品の自主回収、他の工場を含めて操業停止をしました。発端はインターネットのツイッターを利用した事例でもあり、このような事例は初めてなので、概要をまとめました。
商　品　容器入り即席焼きそば（製造者所在地：群馬県内）

発　端　消費者が12月2日日夜に異物が混入しているのを見つけて、ツイッターに投稿

経　過

12月3日　製造者が消費者から当該商品を引き取り、外部検査機関に異物の分析を依頼
12月4日　製造者、当該商品と同じ日（11月10日）に、同一当該工場で製造された2商品を自主回収
製造者は記者会見で「異物検査をしており、製造工程での混入は考えられない。しかし、可能性がゼロとは言いきれず、安全安心のため、万全を期して回収する」と説明している。
12月11日　製造者は他の工場製造された製品を含め全24商品を自主回収。他の工場を含め操業自粛。
　　　　　外部検査機関に異物の分析結果の結果、異物は

２cmのクロゴキブリ、加熱処理の形跡確認

製造者は、分析結果から製造工程での混入の可能性が否定できないとして、社告で「一層厳正な品質管理の徹底を図るため、改善諸施策を実施することといたしました。そこで、当面の間、全工場（Ｔ工場、Ａ工場）での生産を自粛するとともに、全商品の販売を休止させて頂きます。」と記述され、製造再開は2015年2月頃とされている。（笈川：インターネットでの拡大のためと考える）
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
混入した工程の推定
　容器入り即席焼きそばの製造工程は次ページの図のとおりと考えられ、現物を見ていないので写真から推定すれば、混入は次の３つが考えられる。
①「蒸す」「成形」工程での混入　②油槽に混入して、「油で揚げる」工程での混入　③（今回の事例では可能性が低いと考えるが）作為
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　先ず、健康被害を及ぼすことのない異物混入の単発の事例であり、全商品の回収、操業停止をする必要がなかったと考えます。今までにない、初めての事例と思います。
食品異物が混入していた場合、今までは製造者、販売者への通報が多く、時には保健所・消費生活の行政機関に届けられます。しかし、今回はインターネットのツイッターへの投稿が発端であり、極めて少ない事例でありました。

本事例は食品安全に当たると考えます。しかし、インターネットを使った場合、瞬時に広範囲に広がるので、悪質の場合、食品テロとして利用されることが考えられます。食品製造企業は食品防御（フードディフェンス）対策として、インターネット対策も考えなければならない事例でありました。今回の事例では初期対応が不十分であったとの新聞報道があり、初めのボタンを掛け違えば、中堅の食品製造企業ならば、企業存続を左右する致命傷になる可能性があります。日頃から初期対応策を検討しておく必要があると考えます。（笈川）


生活衛生ホットインフォメーション　№97
図：容器入り即席焼きそばの製造工程
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